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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】更年期女性の肥満は様々な生活習慣病の原因となることから、しばしば食事制限によるダイエット法
が試みられるが、その後のリバウンド体重増加に悩まされることが多い。今回、ヒト培養白色脂肪細胞を用い















論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 更年期女性の肥満は様々な生活習慣病の原因となることから、しばしば食事制限によるダイエット法が試み
られるが、その後のリバウンド体重増加に悩まされることが多い。今回、ヒト培養白色脂肪細胞を用いて、リ
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法による解析では、DR群において、48時間後の発現が弱く、96時間後には強い発現を示す傾向が見られた。mRNA
の発現についてもreal-time RT-PCR法にて同様の傾向が確認された。以上のことから、食事制限後に見られる
リバウンド体重増加は主として脂肪組織の増加によるものであり、そのメカニズムに脂肪細胞自体が産生・分
泌するVEGFの関与が示唆された。 
 本研究は、体重減少後のリバウンド体重増加に血管新生因子が関与していることを証明した先駆的研究であ
り、有効なダイエット方法を考案する基盤となる研究である。よって、著者は博士（医学）の称号を授与され
るに値するものと判断した。 
